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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は試験管内Bリンパ球分化誘導法を用いて、Notchリガンド、delta-like 1（Dll1）

がリンパ球分化に及ぼす影響について研究を行い、「なぜBリンパ球分化は胸腺で起こらな

いのか」について検討したものである。その結果、骨髄内にはDll1による分化抑制効果に

抵抗性を持つBリンパ球前駆細胞が存在することを明らかとした。Dll1抵抗性前駆細胞は胸

腺には存在せず、この事実が、胸腺でBリンパ球分化が起こらない一因であることが示唆さ

れた。本論文の内容は、血液細胞の分化において、造血環境のみならず造血前駆細胞その

ものもが造血を制御する可能性を示唆し、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


